
 
 

 

研究のビジュアル表現と 
インフォームドコンセントの可能性 

明石 道昭 氏 

 科学を伝えるサイエンスイラストレーショ
ン（SI）は説明責任を果たすインフォームド
コンセントの重要なツールで、欧米のメディ
カル分野で普及しています。近年は日本でも
SIが重視されはじめ、学会の設立準備も始ま
りました。SIの役割と使命を見直し、科学技
術の説明責任を考えましょう。 
 

平成 27年 7月 3日（金）8:45~10:15 

講師紹介： 
 佐賀大で医学部へ通うかたわら教育学部特
設美術課程で彫塑を学ぶ。大学院でMRI 画像
と病理組織像を対比研究し、顕微鏡像の形態
学を目指し病理医になる。同時に SIの研究・
制作もスタート。平成 26年の日本臨床外科学
会では SIセッションを座長として主宰した。 

北海道大学理学部W棟 ALPミーティング室 

佐賀県医療センター好生館 病理部部長  
メディカルイラストレーション学会 準備委員 

連絡先：北海道大学大学院 理学研究院 ALP推進室 藤吉隆雄 
   （Tel: 011-706-3603, fujiyoshi@sci.hokudai.ac.jp） 

～メディカルイラストレーション学会の設立へ～

 

Ambitious 物質科学セミナー 

 

科学技術コミュニケーション・リメディアル講習 

※本プログラム外からの聴講も歓迎！ 

 

 


